
Title 記事
Sub Title Activities
Author

Publisher 慶應義塾大学工学部
Publication year 1948

Jtitle 慶應義塾大学工学部研究報告 (Proceedings of Faculty of Engineering, Keiogijuku
University). Vol.1, No.1 (1948. 4) ,p.41(41)- 43(43) 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO50001004-00010001-

0041

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


言自 事 41 

2b 
o=一一=104
作Z

悦 =7t]i2xL2ρ2

r ~ . ^ n~ .... . l . ~ ，1. 1 . I D ¥ 4 
b叫ニ叫L1-十仰ト

仮りに l/μd=l叩0とし，且つ Re::=:101 として

る=[1mlx÷(川町x(子f
1.316(p27l'R勺 x{ξ~)

4 

2うド ¥d / 、
w_'=104 

m ー πR2xL:!.P2

1.316 I D け ID ¥ L.) 
一一一一一(一一一)=104 • ト一一)=←

.&../2
一一x104L';! ¥ d I 

-~ ~ 
. 
¥ d 1-1.316 

立一一/1.31言
-V 1 

AF  
d 0.107 

D -1'-4八

10
山

D -V~L'2-

んが 1仰ならば djD=0.107 

んが 0.5m ならぽ djD=0.127 

QPも概略の廃 djDが 0.1位であればよいということになる。

~e 

本皐部に於ける研究近況はさ更の・通りである。

機械工畢教室

鬼頭史城: 舶用推主主器翼の強度に翻する寅験

的研究治括協合雑纂昭和 ~;2 年 (1947) 8月

鬼顕史城:国環設の強度について 第 5向感

応力皐蓮合懇話曾於本皐昭和 ~3年 (lr48) 1月

31日講演

鬼頭史城: 軌流流護機械の特淵笠宮旨について

向上にて講演

鬼頭史城: Gibs叩氏量水法における水銀柱の

振動とそれによって生ずる談室について 日本機

械事曾誌昭和 ~.3 年 (1948) 2月

鬼頭史城: 水力渡電所に於;ナる電力の勤揺に

ついて機械事曾誌昭和乞3年 (1制8)5月

鬼頭史城:軸流流嘘機械の特殊性能について

悌 1報，第 2朝日本機域皐曾誌昭和23年

事

きの熱弾性論とー，二の庭用 問上にて講演

栖原型太郎:等角寓像の滞種差に就いて 向上

にて講演

渡部一部・佐藤豪:遠心選風機。デイフエザ

の流動に閲する考察 日本機械事舎誌 50巻 344

3売昭和 !?:2年 (1947)3月

渡部一部:遠心送風機ろ翼事翼型に関する質

験的研究館1報，第2報)日本機械事合誌 50巻

351g定昭和~:2年 (1947) 12月

渡部一部:遠心選風撲の翼草翼型に関する研

究(翼教の問題) 日本機械事曾誌、 51各 352競

昭和 23年 (194.8)1月

電気工畢教室

森太郎: アルミニウム交流母線の電流容量

第四同電気三串曾聯合講演大合昭和 16年

(1941) 9月

(1948) 4月 森太郎:マグネシウム母線の援演法第 20

栖康司皇太郎:粕i主流盟中に於ける物践の衝突 同電気三車曾聯合講演大曾昭和17年(1942)4月

について第5同窓用力皐蓮合懇話曾於本事昭

和お年 (194.8)1月 31日講演

栖原垂木廊:弾性係数を座標の函敷としたと

森太郎:鋼心アルミニウム撚線の補修スリ

F プに就いて 第 21同電気三皐曾聯合講演大曾

昭和 17年 (1943)10月

く41)



42 慶慮義塾大事工事部研究報告第 1巻第 1膿

森太郎: A-U型直流接績器の銅スリープ位

置の許容偏傍の決定第 22同電気三皐合聯合講

演大曾昭和 18~ (194劫4月

森太廊:担様。電流容量とその計算方法電

気事合誌、論文集昭和 18年 (194劫9月

森太郎:送電線材持の賓架線腐蝕試験電

いて 日本化摩曾常曾昭和初年 (194町1月
，講演

梅津純夫・須綱哲夫・仲田三郎: ベニシリシ

の抽出に関する研究悌 1報)ベエジリシの吸着

並びに溶離に就いて 工業化事曾創立周 60年記

念曾於東大第一工事部昭和22年 (1947)4月

気皐曾誌論文集昭和 19年 (1伯母 8月 8日講演

森太郎t 送電線の振動試験電気三事曾聯 梅濁掩央・策調着実・仲田三郎:ベニシリシ

合講立政曾昭和~年 (1947) 11月 の抽出に関する研究(第 2報)ベニシリシの吸着

森太郎:電線振動の測定電気三皐曾聯合 恒温式に就いて同上にて講演

講演大曾昭和 f.2年 (1947)11月 梅濁捷夫・3頁綱哲夫・仲田三郎:ベエシリ y

宗宮知行:整器官設験器並に整流火花皐術研 の抽出に闘する研究(第8報)分間係数に就いて

究合議 8・2報告書昭和 19年 (1944) 同上にて講演

京宮知行:火花指示器特性並びに現場試験航 梅還純夫・須網哲夫・仲田三郎:ベニシリ y

昼技術協曾 10・1・1報告書昭和 19年 (1944) の抽出に闘する研究(第 4報)ベエシリシ・カル

7月 シウム盟の分配係数及び溶解度に就いて工業化

宗宮知行:刷子摩探係数遠隔測定法航究技 串禽常曾於東大第一工事部昭和 2 竿 (1947)

術協合 10・1・1報告書昭和 19年 (1944)8月

集宮知行: 硬度を中心とせる電機用刷子。諸

性質電気三皐曾聯合講演大合昭和四年

(1944) 10月

宗宮知行:航空機用 0.6馬力直流直巻冠動機

の廻韓iこ就いて墜術研究曾議 8・1報告:書昭

和f.0年 (1945)2月

宗宮知行:衝撃による高抵抗の試験航空技

術協合 10 ・ 6 ・ 11 報告書昭和~;l年 (1946) 2月

宗宮知行・森穏可・上本忠男:電機用刷子

の弾性係数の測定法昭和 21年 (1946)10月

宗宮知行・小柳博:回世粘性係敷引〉ー測定

法電気三事曾聯合講演大曾昭和 22年 (194η

11月

並

化

月

波

書

、

て

シ

命

日

シ

大

渡

演

日

和

麟

撲

抑

止

融

制

止

口

氏

九

二

問

一

.

十

二

附

麟

齢

鳩

て

踊

紛

て

ω
瞭

紛

立

臓

紛

同

時

一

輪

坊

蹴

鞠

曾

川

議

m

b

富

5

い

寺

前

6

銭

前

7

て

前

8

前

9

常

U

ナ

m
り

こ

町

悌

議

沼

町

傑

凱

献

・

第

酌

十

第

て

演

十

傑

曾

月

ね

瑚

由

昭

究

饗

和

一

-

一

向

九

於

白

羽

町

に

.

諒

究

恥

臓

器

究

儲

2

拡

刷

業

相

研

脂

肪

昭

田

研

8

田

研

製

回

研

記

2

回

研

諜

川

町

工

2

工

仲

る

合

1

仲

る

精

仲

る

件

1

仲

る

工

9

シ

2

シ

快

附

凶

矧

烏

附

餅

川

台

駅

u

j

r
附

鰍

削

ト

附

仁

一

日

川

棚

け

臨

に

る

研

閣

に

壊

1

廷

に

に

蟹

に

織

。

習

に

い

3

-

一
-
-

割

出

口

料

澗

出

化

m
り

綱

出

ム

摘

出

び

年

摘

出

J

M

2

.

曾

」

銀

山

削

除

繍

拍

業

お

繍

拍

ガ

潤

拍

及

2

繍

拍

に

和

ベ

協

ベ

の

4
4

於

・

の

工

(

パ

ー

の

ル

ィ

の

剤

2

1

1

の

性

昭

酵

y

蜘

山

夫

ν

年

決

y

マ

夫

y

離

和

夫

シ

定

l

夫

勝

央

演

純

リ

翻

曾

蝿

n
p

て

2

嚇

リ

ア

純

リ

溶

昭

縄

リ

安

部

縄

湘

純

議

湯

シ

必

常

渇

ジ

い

E

懇

シ

ム

還

シ

の

'

湯

ジ

の

聞

学

海

日

濁

月

梅

一

一

に

合

同

演

梅

-

一

就

和

梅

-

一

ウ

決

梅

-

一

γ

曾

梅

-

一

ン

型

梅

梅

5

ベ

ぴ

堅

議

ベ

に

昭

ベ

-

一

講

ベ

リ

常

ベ

リ

涯

展

〉

位

漂

白

十

悌

明

白

域

く

間

引

究

主

夫

均

自

和

研

理

演

演

子

E
昭

駒

大

講

渇

分

湾

東

月

梅

に

廊

曾

仕

室

一

簿

業

て

1

濁

陸

事

即

工

パ

D
聾

雄

教

井

舟

の

跡

川

田

親

駒

E

家

電

質

に

C
聞

の

華

-

E

物

度

年

-

Y

也

廊

て

系

解

2

雄

リ

4

悟

ド

末

溶

£

支

シ
3

-

M

仰

ゆ

蹴

ゆ

即

酬

酬

い

洋

性

リ

洋

化

合

演

・

・

』

一
-
M

』

酸

告

純

子

爵

N
M
O
野

報

車

蓑

創

刊

明

仰

知

市

矧

椋

糖



抱 事

本化串曾常曾於慶大北里講堂昭~ 23年8月 護色僚件 日本化皐曾講演曾於東大理陸部昭

11日講演 ' 。 和 21年(時46)10月

橋本修三・梅湯楠央: 二トロペシゾールの中 柳濁三郎・馬場英央z鋼中 Mn迅速分析訟に

性還元に就いて工業化皐曾常曾昭和 22，年 就いて墜術振興曾第 19小委員曾第1分科曾

(194η-12月講演 I 於皐士院昭和 22年 U947)6月

橋本修三・梅濁縄夫2 フエ三ル・ヒドロキシル 吉田哲郎l: 苦汁及び輔水中の硫酸根の除去に

アミ yの分子内時間こ闘する研究工業化睦曾常 於いて主業化皐合特別常曾於東大第一工事部

脅 1・昭和m年 (1947)]2月講演 昭和 22年 (1947>12月講演

柳温三郎:銭鋼及び銭合金の水素吸牧放出速

度(第 3報)各種の鋼lこ封ずる測定日本金属皐 慮用物理母教室

曾於京都大皐昭和 21年 (1946)4月講演

柳濁三郎:分光分析に依る鋼の偏析の研究 黄島正市・花田賀:液滴の形吠理事第 1

傑 1報) Si・Mn:Cr・Mo鋼に於ける線朕の偏析 巻第 1競昭和盟年 (1947)

の局部分析串術振興曾努 19小委員曾第1分科 餌島正市:高速衝撃 日本事士院パy フレヅ

曾於翠士院昭和巳1年 (1946)4月 ト昭和 22年 (1947)

榔混三郎': Mn比色定量に於げる MnUl-完全 (氏名 ABC順)

昭和 23年 7 月 25日印刷

昭和勾年 7 月 30日強行
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一年分 (.4 同)￥ ~OO.OO く概算〉

編輯衆
議行者

神奈川勝川崎市久木鴨居町 290

慶路義塾大捜ヱ襲部

丹 ヨ司 重 光

印刷者

疑京都港誠芝三悶聾岡町 8

川口芳太 良E

ー所
柑
H
H

，
H
却

H
H
V
 

「ド

東京都港区芝三回喧岡町 8

図書印刷株式会枇

護行所

煎京都港鼠芝三回 2 J 1 

慶臆出版枇

禽民番放 Al11019 


